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翫

⑤
タ
基
う
と
解
み
ク
る
医
国
s
デ

，
一
塩
行
報
，
試
エ
い
国
の

に
デ
る
を
情
つ
る
ジ
て
米
体
沁
レ

ら
，
な
正
揃
つ
す
ロ
れ

さ
に
と
補
甘
し
集
プ
ま
尚
郭
e
る

　
他
ス
の
ク
入
収
の
組

の
ン
タ
イ
導
を
ス
り

化
レ
ー
パ
を
タ
ク
取

準
ア
デ
ス
ど
一
ミ
て

標
フ
る
●
な
デ
ノ
し

の
り
れ
つ
列
ら
ジ
と

ら
の
ら
も
配
か
コ
つ

か
め
得
を
正
方
シ
と

側
た
に
味
補
双
キ
ひ

の
る
的
意
化
の
ト
の

籍
す
終
な
準
法
る
題

作
ト
最
要
二
方
け
課

な
一
　
，
重
の
的
お
な

的
ポ
て
に
タ
繹
に
要

則
サ
し
段
一
演
所
主

原
を
入
格
デ
と
究
も

の
性
導
，
る
法
研
で

ら
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を
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方
当
肋
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列
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ば
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．
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験
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築
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萌
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り
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ジ

シ
呼
の
握
・
明
ロ

キ
と
も
把
る
，
コ

ト
α
の
に
す
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シ
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を
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ス
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れ
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ら
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子
め
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マ
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識
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回
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概
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